
しょう6 しゃかい「武士の 世の 中(鎌倉・室町)」 その2
なまえ 　 がつ　 にち てん  / 20

1 室町時代、馬を使って物を運んだ運送業 者を何という?

ア 惣 イ 馬借 ウ 防人 エ 座 こたえ 

2 後醍醐天皇が行った、天皇中心の政治を何という?

ア 摂関政治 イ 明治維新 ウ大化の改新 エ 建武の新政 こたえ 

3 足利義満が建てた金閣は、どんな文化を代 表する建物?

ア 元禄文化 イ 東 山文化 ウ 国風文化 エ 北山文化 こたえ 

4 水を使わず、石と砂で山や水の流れを表した庭を何という?

ア 盆栽 イ 枯山水 ウ 回遊式の庭 エ 寝殿造の庭 こたえ 

5 一寸法師や浦島太郎など、室町時代に広まった絵入りの物 語を何という?

ア 浮世絵 イ 枕草子 ウ 源氏物語 エ 御伽草子 こたえ 

6 鎌倉幕府で、将 軍を助けて政治を行った北 条氏の役 職は?

ア関白 イ 執権 ウ 老中 エ 摂 政 こたえ 

7 源 頼 朝の妻で、御家人をまとめ「尼将軍」と呼ばれたのは?

ア 紫式部 イ 北 条政子 ウ日野富子 エ 清少納言 こたえ 

8 鎌倉幕府が定めた、武士のための最初のきまりを何という?

ア 十 七 条の憲法 イ大宝律 令 ウ 武家諸法度 エ 御成敗式目 こたえ 

9 御家人が将 軍のために戦うことを何といった?

ア 検地 イ 御恩 ウ 刀 狩 エ 奉公 こたえ 

10 応仁の乱が起きて、11年も戦乱が続いた場所は?

ア 京都 イ大阪 ウ 鎌倉 エ 江戸 こたえ 

11 壇ノ浦の戦いで平氏をほろぼした、頼朝の弟は?

ア 足利尊氏 イ 源 義 経 ウ 源 頼 家 エ 北条時宗 こたえ 

ぶし よ なか かまくら むろまち

むろまち じだい うま つか もの はこ うんそうぎょうしゃ なん

そう ばしゃく さきもり ざ

ごだいごてんのう い てんのうちゅうしん せいじ なん

せっかん せいじ めいじいしん たいか かいしん けんむ しんせい

あしかがよしみつ た きんかく ぶんか だいひょう たてもの

げんろく ぶんか ひがしやま ぶんか こくふう ぶんか きたやま ぶんか

みず つか いし すな やま みず なが あらわ にわ なん

ぼんさい かれさんすい かいゆうしき にわ しんでんづくり にわ

いっすんぼうし うらしま たろう むろまち じだい ひろ えい ものがたり なん

うきよえ まくらのそうし げんじものがたり おとぎぞうし

かまくら ばくふ しょうぐん たす せいじ おこな ほうじょう し やくしょく

かんぱく しっけん ろうじゅう せっしょう

みなもとのよりとも つま ごけにん あましょうぐん よ

むらさきしきぶ ほうじょう まさこ ひの とみこ せいしょうなごん

かまくら ばくふ さだ ぶし さいしょ なん

じゅうしちじょう けんぽう たいほうりつりょう ぶけ しょ はっと ご せいばいしきもく

ごけにん しょうぐん たたか なん

けんち ご おん かたながり ほうこう

おうにん らん お ねん せんらん つづ ばしょ

きょうと おおさか かまくら えど

だん うら たたか へいし よりとも おとうと

あしかがたかうじ みなもとのよしつね みなもとのよりいえ ほうじょうときむね



12 元(モンゴル)が二度せめて来たときの鎌倉幕府の執権は?

ア 北条時宗 イ 足利義政 ウ 源 頼 朝 エ 北 条政子 こたえ 

13 「つれづれなるままに」で始まる、鎌倉時代の随筆は?

ア 平家物語 イ 徒然草 ウ 枕草子 エ方丈記 こたえ 

14 源 頼 朝が荘 園や公 領ごとに置き、年貢の取り立てなどをさせた役 職は?

ア 地頭 イ関白 ウ 執権 エ 守護 こたえ 

15 座禅によってさとりを開こうとする禅 宗を日本に広めた僧は?

ア 鑑真 イ行基 ウ 小野妹子 エ 栄西や道元 こたえ 

16 足利義満が中国(明)との貿易で、正式な船に持たせた合い札を何という?

ア 勘合(勘合符) イ関所手形 ウ 通行手形 エ 御朱印 こたえ 

17 銀閣について正しいのは?

ア全体に銀ぱくがはられている イ 足利義満が建てた ウ 鎌倉に建てられた

エ 銀ぱくははられていない こたえ 

18 室町時代に生まれ、今も続く文化として正しいのは?

ア生け花や茶の湯 イテレビ放送 ウ 洋楽 エ 浮世絵 こたえ 

19 「室町幕府」の名前は、何に由来する?

ア 鎌倉にあった寺の名前 イ 足利義満が京都の室町に建てた屋敷 ウ 天皇の住まいの名前

エ 初代将 軍の名前 こたえ 

20 朝鮮半島や中国の沿岸をあらした海賊を何という?

ア 御家人 イ 防人 ウ倭寇 エ 馬借 こたえ 

もと にど き かまくら ばくふ しっけん

ほうじょうときむね あしかがよしまさ みなもとのよりとも ほうじょう まさこ

はじ かまくら じだい ずいひつ

へいけものがたり つれづれぐさ まくらのそうし ほうじょう き

みなもとのよりとも しょうえん こうりょう お ねんぐ と た やくしょく

じとう かんぱく しっけん しゅご

ざぜん ひら ぜんしゅう にほん ひろ そう

がんじん ぎょうき おののいもこ えいさい どうげん

あしかがよしみつ ちゅうごく みん ぼうえき せいしき ふね も あ ふだ なん

かんごう かんごう ふ せきしょ てがた つうこう てがた ごしゅいん

ぎんかく ただ

ぜんたい ぎん あしかがよしみつ た かまくら た

ぎん

むろまち じだい う いま つづ ぶんか ただ

い ばな ちゃ ゆ ほうそう ようがく うきよえ

むろまち ばくふ なまえ なに ゆらい

かまくら てら なまえ あしかがよしみつ きょうと むろまち た やしき てんのう す なまえ

しょだいしょうぐん なまえ

ちょうせんはんとう ちゅうごく えんがん かいぞく なん

ごけにん さきもり わこう ばしゃく



こたえ　しょう6 しゃかい「武士の 世の 中(鎌倉・室町)」 その2

1  イ 馬借

2  エ 建武の新政

3  エ 北山文化

4  イ 枯山水

5  エ 御伽草子

6  イ 執権

7  イ 北条政子

8  エ 御成敗式目

9  エ 奉公

10  ア 京都

11  イ 源義経

12  ア 北条時宗

13  イ 徒然草

14  ア 地頭

15  エ 栄西や道元

16  ア 勘合(勘合符)

17  エ 銀ぱくははられていない

18  ア 生け花や茶の湯

19  イ 足利義満が京都の室町に建てた屋敷

20  ウ 倭寇


